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台湾 の植 物病害 虫 防 除 事 業

野 原 塵 世

(琉球縫物 防 授 所)

は .L= あ に

米国民政府教育部の弟三国研修計面のもとに1963年10

月か ら45日間､植物構音虫防除について､台湾で研修を

受けたので台湾の放物病筈虫防除串賞について ま とめ
Jこ○

なお称凌助､御便宜を計って下さっ7こ琉 球 米国民政

府教育部をはじめ､経済開発部､中国アメ9カ度術援助義

兵会､農牧会､台湾省典菜試験所の本所､各分所､台幣

大学植物病虫嘗系､検験属､槍玉試験所の方々に深く琢

謝 申し上げます｡

Ⅰ 主な檎軸索書虫研究機内

1､国立台湾大学般物病虫脊系

(1)植物病理研究室

研究室には松本城博士､陳其昌教授を含めて7虚位の

方々が研究しており､各々2､3名づつ組んで研究して

いるようである｡過去D研死成果も甘庶病啓.洪勝瑞全

般において数多いが､現在力を入れている研死は森林病

脊～柑橘DA''飽病､大豆の病宮､甘庇の路銀病である｡

施設面では実験室の間取等溌朝が大きく､古い津具も

多い｡それに加えて竜自蛎で改良し{=津具等があり､光

二起している｡除脂換究袈腔付知相室やOoC､100C.200

Cの三段階に分けられT:持戒電 (内鮪で淀弧雌を放命牧

田し､任意温度で捕虜の増嫌及保柵こ用いる)爺同7)柄

重きに関する文献が威されている図番宗等はとくにtl.派で

あった｡摂本類は沢田腰吉光'上が児頒し1こ物をはじめ､

現収までに娘つめた粁幣.溺水,その他が保イjされている｡

(2)昆虫研究室

凸軌と憐合せの雄物に実検&'､枠本頼､回線 'ifをお

き.教授D敦は明らかでないが幼希絢は上せはじめ昆虫

病理D般赦横がおられる｡段銭所Z)政見にも学櫨に誰菰

している方がいろとのことであった｡原本は二分して蝶

罪.単効臥 虚畑臥 双細別ま大学に､抑遡乱 脈瑚日

は負ぶ所D慧本h'.tにおさめられている｡頚木先生方の搾

兆した標本がその始まりとのことだが､今まではその歓

iこおいても舶洋一を諮り､世界D昆虫分類学者の江田の

まとだとのこと｡固辞基の戒t}も2万冊を惑えるとのこ

とであった｡

研究中項については昆虫病理突巌重しか見ることは出

来JJかったが.そこでは留虫の昆虫病宙による防徐を研

究 し て いた｡過去における研究の結史､タ掴嘘びに台把
に発 唯 す る 昆 虫 病 曲の郁類は34胡わかったので現在では

それ の 外 国 に お け る 適 用 の 胡鹿や台宇掛こおける伝放範巧

の研 兜 を 行 っ て い る ｡

2､ 台 弼 省 典 男 試 験 所

ユ895年 日 本 時 代 に 創 設 さ れ た 台 湾 揺 懲 府 虎 男 試 験 所 が

その始 ま りで そ の 後 終 職 と共 に 1945年 軟 ､ 台 湾 悠 出 井 銭

験所 と な り現 在 に 至 る ｡ 本 所 は 台 北 市 に あ り ､農 耕 糸 一関

芸系､農芸化 学 系 ,.応 用 動 物 系 ､ 約 物 病 理 系 か ら な っ て

いる｡なお本所Dほかに6つ の 分 所 が あ る ｡

本所では稲を毛とする食用作物､油科 作 物 ､ 農 芸 化 学

関係､士林園芸試巌分所では花札 栄樹.平出及び魚 池

の茶超拭験分所では茶に関する叔増､育糊.病寄虫.軸

茶､笹為銀封分所では水稲､果柵､台硝抑抹就畝分所で

は輪.蹄櫛､.発航 サイザルの糊;'8･作物.瓜山組符節芸

試験分所ではパインアップル､碗来､lA･阿蘇にそれぞれ

の試験分野をおき研究を行っている｡

本所だけでなく分所においても研兜帥客股僻とも充来

し､文献においでもそれぞれ即昏鮒又は回俗轟を持ち､19

59年か掬ペではあるが各分所も含めてその数46,∝X)珊余

である巾払ネ仰のは山域木敬2SO.OCO, イネのけ印用品

和歌2.600用等がある.

tl)飽砿机物榊耶糸

揃D榊-H馴兜を77.とし､その小でもイモチ相対を19gLI

v-ス忙分け､lId･レースの下でそれに対する批lJ'L'昨舶

和DLJy掛こ何州糸とタイ77プして研兜を弛めていろ｡

そ訓まかマJV.ルーム.相場1)カイJク桐､〟軸桐につ

いて桝'nLで4Jり､拭組織こついてはか帝人や肌物納m

糸と連繋して1-I,,でいるようであろ｡

(2)応用恥物糸

戯虫剤ii鹸'屯では柿メイ出軌u･げ か腿剤の撒/I17J胤

についT'rJ'･Aフイルム苛用々の矧ばや掛Iiを川いて研雅

を行っている｡

イf用戊虫屯では アフタカマイマイの 火 鍬 で あ る

EuglandirlarOSeaを朗挿し､そのJE乱 39位の研兜を

行い,アフ9カマイマイ搬紛えの(Jl川について桝允を11

っている'

LE吻検･IjZ乳 発足して5年とのことで14人の松見がい

ら,研究基の口約は頻々性の検息 依Iii粒食頻の児見,
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ニセ艶鵜の取締で械々の分析.測定後良によるほかイェ
パェ､ポープラ､イモチ病歯等により収穫された作物上
における典燕の沖杉嶺の開周や低諺牲農井の発見につい
で研死を行っていろ｡なおエンドリンの野菜えの使用は
残ぷ性が強いため紫止されていろとのことであった｡
(31台腐柵味残敵分所臓物探3宅
駒身は1937年創立の輪作桁碍所であるが､1952年輪麻
試験所となり現恥 こ至っている｡椀物尿議案は耕作系の
rHこあるがb'1'肺の病耶虫も包括している｡相ではfH虫が
ユ=.で此僻.サイゲルでは痢留が多いとのこと､純 a)嘗 虫
についてはCellA叫 ectorを用いての姫刑の殺虫唖試駿
や川場防除拡散,爪僻では線虫の輪作による防除､来剤

耽軌 Lkt如柄.立肺病､由削柄,腔折柄の殺歯試験弛び

に閉域防除脱鱗が行われている｡

(心 l恥山触相即岩城政所

欄lli･糸.加工糸.桐山平子系の三系にわかれ搬場が68haで

20名余の研死 H'がいる｡柄物病tl亨虫系ではパインアップ

ルのコナカイガタムV.ク9ミバエ､バナナコナカイガ

タAV.パパイヤの柄;'手簡について拭興研死をなし多く

0)成rLtをあげている｡

は) ､tl･III'tA'溺肘掛 軒と瓜池茶遜溺 郁 所

茶化関する柄'rlf血はどちらも叔絹糸で 研 兜 され て い る

茶では l他 が tiで､アカy三､Vヤク19虫､ミノil!､クソ

れ フタタソJ)ギJl-C1ドキ､メタヲカメムVが あ り､

病苛には非枯病 (Gtlign&rdi■ C&melli&e (C00ke)

Butler)伎枯痛 く肋 crophom&theicol■Petdl)等があ

る｡茶留虫の防除には磁性の閑係で､その持続期間の般

っとも短い Phostrin(英国製)が用いられている0

3.台湾省倹験屈

本局は台北市にあって1科から7料までをおき､動 地

物から此産加工､化学工遜､屯気機械判品に至るまでの

廠験を行っている｡分局は基経､新竹,台申､台帝､苗

経､花連にそれぞれの名の分局がある｡恭一料が地物検

齢の腰痛を行うところで､三つの股と一室､即ち椀物倹

験4j放 く1股､ 2股)模舷.柄等虫筑教室からなって

いる｡鵬物検矧 ま1921年日本時代に始まるが敬後になっ

て､肥料､食品､碓款､動物､エ讃晶の検密柄関と統合

され現在の横取局となった｡

tl)検巌局蔚-料

地物病虫等検験雁行規則が商品検教法に韮いて1934年

制定され.それによって輸出入地物の検験を行 っ て い

る｡職人では上又は上の附潜する般物及び有晋植物を除

くほか輪入禁止地物はない｡

陥水栽培検疫は特殊組物について行われ.1958年､特

殊舷物輪入横投補充軸手法が 公布されている｡ それに よ

ると甘庶酋及び磁子､茶番及種子､鳳梨首､キニーネ首及

粒子､コーヒー苗､種子､柑橘宙､バVヨク常の7種類

が特殊植物に定められ､汐止 の 隔離厨場で2年以上隔缶

親機検疫後､輪人が許可され る ｡ なお､栽培期 間中喪

失,不発芽等による戯音につ い ては倹験局は費任を負わ

ないし､又栽培に襲する薬剤 ､ 肥料も梅入者が 負虫 す

る｡

汐止の解離硯場は面哉Shaで防疫官 1人を専従におき

労務見によって管理を行ってい ろ ｡甘発の場合は同じく

汐止に隣合せで槍菜公司管理下の隔離甜場があり検疫は

検験局が定期的に行っている｡

将出検査では貨物の場合.袋荷所で防疫官の検査を受

け､バスした貨物が港に遊ばれる｡港ではさらに防疫官

の良港検査を行った後檎出となる｡その場合集荷所での

検査で合格しても頼出港での検査で不合になれば島内消

矧 こ向けることになる｡

病 等虫試験室では不明病寄虫の固定や殺虫殺歯試験を

行ってお り､現在では柑橘2)騒瑳病齢 こついて研究 して

いる ｡

4 ､台荷船選試験所

船遊公司の管理下にあり所在地は台南市である｡病虫

rBについては病虫-rrljZ系が主に研究 しており､その中に兵

歯研死重､礎紫 (ウィルス)研死重､線虫研究室､普虫

研究室があるC

(1)杭病育種研死重
育種系にぞくし､甘llg:新品種育成にあたって重要病亨
である謡曲病､頻条病､草枕病､亦腐病の病原を接種し

その縫果により抵抗性品種の選別を行 う｡

(2) 美園研究室

台湾において真菌による甘庶病苔の鍾類は33軽 ほ ど

で､それらについては当室で殆んど研究 され､その崩果

魯杭病育軽に応用してお りその功穀は大 きい｡現在は土

壌病害蘭であるPyth血m,Rhi2:OCtOZLi■蘭の研究に盛点

をおいている｡

(3) な解 くクィルス)研究室

爆化病の研究成果が大 きく､今まではその防除法 も碗

立きれ､被晋率も殆んど問題にならないとのこと､温執

処理には捜関革を利用してお り移動に便利で経矧 こおい

ても良っとも少ないとのことである.現在の研究深度は

白壌病でその伝敗経路と防除法に重点をお き研究を行っ

ていろ｡
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(41 官虫研究室

甘発の寄虫は30塩ほどでその中でも､線虫牙虫､スヂメ

イガ､Vロメイ虫､ムムサキメイ虫の被事が大きい｡ス

ヂメイガの駆除にはその天敵であるノアカタマゴバチを

飼育して畑に放し効果をあげている｡そのほかキューバ
フライ､ペルーフライの飼育試験も行っている｡

5､台湾柑橘保普実験中心

新竹市にある新竹背果連鎖合作社の1部で典復金と合

作杜の技術者で運営され払貝はフ名である｡当ヰ心では

柑橘害虫､ ミカンコミバエとク9頬曹虫クリミバエを多

産に人工飼育し､それを利用してメチ-ルユグノールや

炎 7)他誘役剤による駄験､エチレンダイブロマイドによ

る横幕及没的試験を行っている｡

飼料はサツマイモを主体に調合し､産卵用の管も当室

でブラスチタにて動作したもので採卵にも便利で､1晩

の産卵丑40万倍とのことである｡現在特に力をいれてい

る研究は ミカンコミバエの殺虫､殺卵を対象にしたエチ

レンダイブロマイドによろ没hLl処理の試験で今までの試

験結果ではEDBO.4LL/C渋皮の乳化液を450Cに 加 温

し､それに2分-4分間ミカンを没A.げ ろと100 髄の殺

虫効果があり典宮もない｡

1 2､3の研究成果と現在の弼慨

1,稲の病啓虫

(i)グヲノナン(GrarLOSan)による棚+消心持肘の確

立

イモチ稲隣とバカ肺病曲に対してグヲノサン､リオケ

ン錠.日銀メル錠､武田メル淡､ルべロン銘で比較戯曲滅

旅を行い､その結果概モミの種子油超にはグラノサソ1.0

00倍液1時間汝aliを救民に進めていろ｡なおイモチ柄の鵬

面相布剤にはセレサン石灰､ブミロンを選定してい る｡

(21禰紋枯病歯々按の水田に路下する敢丑及び白瓜 7)

歯核と増発したそれとの発芽の相越

川 発病率28.5知の水田ではlha当り的2万僻の幽核

が落下しそれは次の感放掛こなる｡

tロ)発芽は増発したものが向然Dものより強く.1[】

以内に1叩2,0に近 くなるが自然のものは3日以上かか る｡

H 水の種塀Iこよる影響は殆んどないが天水がやiそ

の発芽に効果がある｡

(⇒ 種々の次点涼はその発芽によい効果を与える｡ま

た水面より串輔に肘かしたものが発芽がよいことから､

発病と宙按D穏えの耐忍については密はな関孫があると

している,

(3) 稲の秋落現象

近年番義県あたりでその哲が目立ちセヂロクンかこよ

っても伝典するように思われることからその病寮､伝染

についても究明していくとのことである｡

2､サトウキビの病寄虫

(1)宵磯病､焚焼病,,赤軒柄､At灸構

成歯掛 ま1909年三宅氏により台湾で発見され､軸 稀

も同じく1909年､沢田氏によって潔娘されたが当時 被 啓

が少なかったため､そのまゝとなり再び被哲が 大 き くな

った1953年､綴及び林氏によって研究 命 名 され た柄 啓で

あって､すべての面で研兜されてい る よ うに 患 わ れ る｡

上記4つの肩掛ま韮重病智ときれ､ 骨牌 の新 品櫛 育成 に

あたっては､それらの接範 を行 い､ V R､ R､M ､ S､

VSの韮単を発病率によ って定 め､M か らR以上 で な け

ればいかに収丑の多い品感 で あ って も選 定 され ない ｡

(2)嬢化病

壌化病の発病勤ま1955年に平均57.6%で産 虎択 失串 は

10.4クあとなり.1956年には72.4%の発 病 率 とな った｡ そ

の後は離農+0.5度以下の性絹を持つ 客冊 で50oC､ 2時

間で温泌処理を行って旭付け50/O以下に発 病 率 を下 げ て

いる○

(31白熊嫡

1958年7)秩,肘戯爪で発見されその後1962年 まで の 研

究の縦iC､由雄柄と魚名された｡なお今日ではIh一休､右 成 ､

fT胤 応軌 が火の糾.tに増収し.冊納税の批l柵 は平

均80!Joを示し､山っとも屯滋な1月'.17とされているoその

柄掛こついてはまだ不明であるが､SOmの肘掛 こ机えら

れた柄珠からも位放し､敵船洞山では540C､50分でしか

効IL1を示さない｡ (540C､50分の地軸伽よlOfJoの発ガ

邸 で あ る )

上 刷 りに は や せ地や､紗jt3地に多く､''7ttlid間には超

が ri く ､ い づ れ にも任地するdyJ.櫛比としては

1､,発 病 地 か らは採糾しJ:&い｡

2､ 児 柄 地 か らのけ瓜の移恥を軌kする0

3, 柑 J't払 ',Ll.F'兄1)ff成JSである｡な村税衣では?JlJTyItの

兜 軌 来 航 位 放.tVj除について研兜を抑 1ている｡

3､ サ ツ -Jイ モの柄やf

(ll 1956年 イ yターデルコルク柄 (クイルス)が兜止

され､越 水 に よって此明された0

4.柑椿の稲梓虫

tl)カイヨク掛 こついてはその被'Bが大きいのでそれ

に対する避剤拭顔.掛 こ抗生物質の用法に鵬する拭駿が

1960年以来行われていろ｡



102 沖 縄 典 薬 弟3馨 第1号 (1964)

(27 m沌柄 (Trist義之aD壷sease)I

台務では10年鮒からあったが最近その発生が増加し､

新竹鼎では廃蜘 した柑橘蘭もあったとのことである｡こ

れはウイルスによって起り､饗節が白色となり幹に凸凹

を生じ維行雄にエソを生ずる｡接木やアプラムUによっ

て伝助するのでWi病棟の櫛取焼却､蝕全接穂の政用､ア

プラムVの駆除がその防除法である.･また.t年-2年生

の柄駿,かソ㌻yVモソを抵抗性を強めるた め ､ 服 部 に

友旅枕に拷木することが政行されている｡なお本 桐 の診

断にはメキVカタイムに接木すると､39-78日目に保鞍

した物は柄徴を現わすのでそれによって行う｡
(37 ミかソコミバエ

これの駆除には水耕性タンパク卿 こマラソンを加えて

ユ遡fWrおきに部分的に轍和し駆除する｡lha当り500 J-

8009､のタンパク質とマヲソγが心酔である｡配合剤合

は水1-2E水浴性タンパク頚 (Prot･einhydrolyzate)

ユ00gマクソソ25%.iOOg(25%Malathionwp)である｡

5,バカナの柄鞘虫

(I)パナJ･の粉カイガヲムV
抽出入峨畦上血班な笛虫で台湾ではパインの粉カイガ
タAVとrfJ-であると巧えられている｡防除は低磁性の
ダイヤヂノy1.200脚輔を撒布すると井に地袋面には7
Ji'ドッy奇相掘する｡
(2) バナナ腰掛柄 (BuTIChy･TopDiBeaSe)
台 掛 こおいでは旭00年からあり,古い柄留である｡19

52年の調度では中部の南軌尉こおいて平均発生率6.4%

で29･48&/Q､35..9D/Dのところもあった｡ 南部においては

まだ少なく0･25%から1%の発生率で鹿家による早期発

見と掘取的 壬効を容している｡なお衷病はバナナのアプ

ラムVによって伝助することが明らかになっている

6､バイ1/紛カイガラ虫の防除

笛の消磁をパラチオン2t000倍液で2-3分間行い､

地何故は同率剤を1掛 こつき100cc位づつ注いで行う｡

79の駆除にはアル ド9ylha当2-4kgを撒布する｡

?､クリミバエ

ミカyコミバェと同じく水溶性タンパク質にマテソを

加えて5日から7日の間隔で収穫1週間前まで撒布し防

除する｡挺出はその収益7)3.3知に相当する0

8 アフリカマイマイの生物防除

天 敵であるユーグランデタ. ロセア (EtzgIAAdin&

R鴨eLFeru8)をノ､ワイより取りよせて飼育研究し､現

在ではそれを放飼しアフリカマイマイの駆除に役立てる

に至っている｡

ユーグランデナロセアは台湾に定住するのは確実のよ

うで1匹で平均100固産卵し､85-i(刀roの好化率である｡

又1匹で300-350匹のアフリカマイマイを常食する｡共

鳴色もあるが2､3ケ月えさを与えない場合にのみ起る｡

9､番虫の昆虫病菌による防除

台湾における生物防除7)試みは日米時代に始まるがい
●

づれも実際利用までには至らなかったようである｡その

後1959年に B&ciuqBthringietLB組Berlimerの胞子を

主成分とした Thuricideや､Agritolをアメリカよりと

りよせ実験を行った｡その結果現在では疎林専虫のマツ

ケ虫や磯菜の官虫に利用されている｡嶋人並は1962年が

200ポンドで1963年には4∝)ポンドになる見込み､人畜に

も無智のため使用も簡単であるが､価格が商いためその

普及がはばまれている｡そのほか台湾における昆虫病原

菌を分離してその応用を目的とし研牝を進めている｡

10.農薬の残寄畳の検定

欧米諸国において この間虜が 重視されて い るの は

細論であるが､台湾においても農作物､ 特に前菜額に

用いられた鹿薬の朔海の人体におJ:ばす移管が 注 目 さ

れ､1959年より､作物上における朔鐙丑の検定が始めら

れている｡それには種々の方法があるが､特に イェバ

エ､.ミバエ､ポ-プラ,ヨトクムV､コクゾク､イモチ

病臥 ゴマ-枯病菌､モy枯柄園を飼育文は増額しそれ

を用いた簡易検定法は併えばイエバエを用いる場合は､

農場より採集して来た野潔を粉砕しそれを羽化後3日の

イェバエに与え､それの死亡率でその中に食まれている

頚物塵をPPMで3時間後に知ることが出来る方法で農

民えの示範に適していろ｡この方法を利用して収確約の

就業には康薬を用いない3:う注意をよぴかけているとの

ことであった｡

1ユ､台掛 こ投入した病啓虫

ワタフキカイガラムV(Icery&ptwchBiMaskell)は

1902年オースtテリアより想恩掛 こて､パインアップJLr

粉カイガヲムV (PBeELdococcq8hr也pC8 C∝kererell)

はハワイより20-30年前ノミイソアップル首にて､バナナ

ゾウAV (触 mopolitieBCord_i曲 Cermar)は1912年

VyガポーJL'よりバナナ掛こて､鍵歯痛 (ScleTOBPr&
8&CCbriMiyake)は1909年 オース トラジヤよりのサ

トウキビ掛 こて､それぞjrL侵入しており､又柑 橘 の韓

絶病も海外から侵入したと患われ､ ア フyカマイマイ

(Adl■伽&fulicA･Bowd･)についても第二次大機中vy

ガポールより侵入したと思われる｡ (台湾検験属の調べ

による)
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t 濃 集 の 萱 錬 制 粛

台 湾 で は国内外の製品を問わず､袋薬の登録にあたっ

て は 次 の連蕗を経なければならない｡先ず台掛 こおける

使 用 の 許可春希箪する製造者又は檎入着は魚林庁え申鞘

を 行 う ｡ 中指を受けた銀杯庁は検駿府の化学分析係にそ

の 分 析 を依頼し､その結果が表示成分と合致すれば､今

度 は そ の農薬の適用病専虫の専門家に二年7)殺菌叉は枚

虫 拭 験 を､生物検定室には毒性試験を行わせる｡その三

つ D枯果即ち分析､殺歯又は殺虫､毒性の試験にバスす

れば植物界讃技術審鵠委員会にかけられ､,その農薬の輪

入､製造､そして使用が許可きれるわけである｡上紀試

験の うちいづれか一つでも不合格であれば許可きれない

ことは舌 うまでもない｡又その実敦に要する収用は申謂

者の負也となっている｡

Ⅳ 機軸保護技術響議委員会と集村えの讐及

組物保謙技術審議委員会は台湾における組物保渡技術

に関する最高決議横粥とも言えるもので,省政府の委任

によ(て農林庁か らの諮閥を受けると共にそれに対する

勧告を行 う｡

メンバーは中国政府の横済部､戯復金､中背居留組物

保護学会､国立台埼大学旗学院.省立中興大学戯学院､

省政府の農林庁､食租局､検験康､穀讃試験所､台湾触

葵払験所ー台湾省盛会等､11の践粥の組物保頚主任､教

授､技術専門家及び哲及将門家か らなっている｡

姐頓は全体委員会の下に応用地物組と椴物病理組をお

き､その組の中に帝､灘食用､栄樹､庵林､野発､茶､

村松､の作物等をrtl位 としてそれぞれの小組があり､さ

らに応用動物組には綿虫防除 と貯授E3虫の小紬が加わり

病rG虫をいlOL上にした小姐にはサトウキビ､タバコ､

マツVユルーム､灘串､生物防除､典鵜,盛頻用機苑の

小払があって合計232)小組からなっている｡

この債関では免罪拭験所及び各改良協で叔駿を試さぬ

1:組,A､普及されようとするすべての組物保誰に関する

ことがらが審議されるが､その舷梯としては各小紙で絶

対きれた後金体重Ll会の磁路審議を得て初めてYJq･戊に移

されることになる｡

tf･故の方法としては年1回又は2回､審議会において

決定したことがらをまとめて､地物保護椎は方法と包す

るボケフナプJクを農林庁から発行頗袖する｡このボブ

ツナブナクには普遜:･t魁本されたものと年々補允の出来

ろルーズリーフ式のものとがあり､内容は各滞留虫別に

そL/)予防法,駆除法､抵抗性品項などがわかりやすく僻

条沓さにきれているので､台湾のどの地域にあってもど

の病嘗虫には､どの薬剤を､いつ頃､何回撒布すればよ

いことなどが試験の結果としてわかるわけである｡従っ

て各普及員はこれを指針として改良番と遜常を鍵ちなが

ら恭民えの普及清動を行うことになる｡

お わ り に

台湾における轍物防除研選が相当発遵していることは

明らかで､再び述べるまでもない｡その発遠の理由とし

て典故会の財政的検地や典薬研究者の努力2)大きいこと

が挙げられるがまた一方､典薬の発展には研究が恭一と

して､世界各国の文献をあつめてそれを土台として研究

させると共に､その成果はすぐさま農場え直縫するとい

う盤道政帝と系統的な細粒損碑もまた見逃がすことは出

い来ないと患う｡

沖鈍においても沖鈍の典薬技術者の力を充分に発押さ

せると共に､研究成騒がそのま 鹿ゝ苑へ反映するような

より系統的な組抱擁顎への再検討が必要ではないだろう

か｡

なお末唱ながら種々称嘆助下さった佐久共偉功所長､

台湾で一緒に研捗を受けた殴､御撰助協力下さった経済

局戯曲課 大村治乱 曲菜改良陳 伊放灘汎 琉地迎柑瀕

部玉城共順､ 投銭病理昆虫室 冊良締盟の指氏並びに水

稲を啓 くにあたって御教示下さった琉大赦投錨張俊一博

士､職員の束平地約二氏に将く御礼申し上げます｡
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